
 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全への意識と平和への思い～夏季休業を迎えるにあたって～ 

 額や頬を流れる玉の汗を拭いながら大中坂を上がってくる生徒の姿

に、健気に「育とう」「学ぼう」というたくましさを感じる毎日です。 

さて、生徒たちにとっては、「待ちに待った！」夏休みを迎えます。

この期間は、特にご家庭や地域での温かい見守りに委（ゆだ）ねること

となります。生徒たちに伝えたいことはたくさんありますが、何よりも

「安全第一」で過ごしてほしいと思っています。体も、心も、です。 

 発達段階に応じて、危険予測能力は備わっていきますので、中学生は、ある程度「これ

は危険だな」ということはわかってきます。しかし、自分がいくら気をつけていても事故

に巻き込まれてしまう不条理な事例も後を絶ちません。気をつけて自転車に乗ってほしい、

水を侮らないでほしい、夜間の外出はやめてほしい…、こんなことばかりが思い浮かびま

す。また、メディア依存による心や体の危険性にも敏感になってほしいと思います。野球

選手の大谷翔平氏は、とにかく睡眠を大事にしていると言います。しっかりと睡眠をとる、

ということを軸にした生活をしてみることも、この期間にぜひ試みてほしいと思います。 

 もう一つ、夏季休業中に考えてほしいことがあります。８月には、悲しい過去の歴史を

遡（さかのぼ）る報道が盛んになります。その時に、教室で生徒の皆さんと話題にするこ

とができないのは残念ですが、とても大切な学びの機会です。広島に原爆が投下され（8/6）、

長崎にも原爆が投下され（8/9）、国民に終戦を告げる玉音放送が響いた（8/15）１９４５

年のことに、少しでも関心を持ってほしいと思います。私たち大人のほとんども、知識を

得て想像するしかないほど時間がたっていますが、大人も一緒になって、戦争のこと、今

の時代の平和のこと、この二つを摺り合わせながら、平和を尊ぶ気持ちを確認できるとよ

いと思います。 

 大仁中から、毎日富士山の絶景を眺めています。雲海から頭を突き出している富士山が、

７８年前、太平洋上から飛来する爆撃機の空の道案内をしていた、それを当時の人たちは

どのような思いで見上げていたのだろうと想像しながら、今、四季折々の富士山を憂いな

く眺められることに感謝しています。夏は平和を考える季節でもあります。 

１学期末を迎え、保護者の皆様には、これまでのお力添えに感謝いたしますとともに、

今後ともご協力をよろしくお願いいたします。           （文責：校長） 
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☆中体連 ～たくさんの応援ありがとうございました～ 

6月 24日からスタートした地区大会が終わりました。勝った喜び、負けた悔しさ、力を

出し切った満足感や充実感、新たな挑戦の始まり…。これまで仲間とともにがんばってきた

からこそ、一人一人がいろいろなことを感じ、考えた大きな成長の場となりました。１、２

年生は新しいメンバーでの部活動の始まり、３年生はいよいよ受験に向かいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期が終わり、夏休みを迎えます。学校生活におけるお子様の状況を踏まえ、充実し

た夏休みを送ることができるよう、ご家庭での見届けをお願いいたします。 

【夏季休業中の連絡】 大仁中 0558-76-1035（平日 8:00～16:30） 

※学校閉庁日 ８月 14 日（月）～16 日（水） 

地区大会 ★…県大会出場決定 

〔野 球 部〕       ・第２位           

〔男子ソフトテニス部〕   ・第８位 杉山、佐藤（3年） 

〔女子ソフトテニス部〕  ・第８位 室伏、佐藤（３年） 

〔女子バレーボール部〕  ★優 勝 

〔男子バスケットボール部〕  ・第３位 

〔柔  道〕★第３位 原（３年） ★第７位 菅沼（３年） 

〔水  泳〕★女子 200m個人メドレー 第８位 山下（１年） 

      ★女子4×100mフリーリレー  第２位 塩田（１年） 

      ★男子 100m 平泳ぎ   第２位 西島（３年） 

      ★男子 200m 平泳ぎ   第４位 西島（3年） 

      ★男子4×100mメドレーリレー 第２位 西島（3年） 

 

県大会 ※陸上競技については、一足先に県大会が行われました。 

〔陸上競技部〕             ☆…東海大会出場決定 

☆女子２年 100ｍ  第２位 渡邉  

 


